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t.O)J績を挙け’たことにより ，平成5年 4J 29 l:J紫
綬袋予言がHz与された。
-559ー
No. 448 京大広報
く紹介〉
木質科学研究所
一木質生命科学研究（大）部門ー
平成3年4月をもって旧木材研究所は新三大研
究部門（木質生命科学，木質ノ〈イオマス，木質材
料機能），一客員研究部門（木質環境）を脱する
木質科学研究所に改組改称され，再出発すること
になった。今回は木質生命科学大部門の研究概要
を紹介したし、。同部門は森林組物と微生物に特有
な物質生産の生化学制御，細胞構築の機構ならび
にこれらと関連した遺伝子の発現凋節に関する研
究を総合的に展開するために，以下の三分野から
儲成されている。
遺伝子発現分野は， Ji!伝子レベルで・木質生命現
象の解明をめざすユニークな研究室として改組H、？
に新設された。樹木の細胞壁多糖は木質を特徴づ
ける成分であるとともに，樹木の成長制御に深く
かかわっている。成長中の細胞樫のゆるみに関与
している酵素や七ルロース介成酔京の発J}Q・（｜』
'd:分子レベ Jレで併究する11て、’ 一次世における本
質形成のしくみを切らかにしつつある。ーブJ，木
木船物の大きな特徴はtM幹の形成 ・JG述にあり，
特定の二次代謝と二次組織の発現が，市本fil物に
比べて顕-li：である。このような特徴から，木をか
たちづくる遺伝子君lの存在が予測される。これら
遺伝子群の実体を明らかにすることによって，革
本植物の遺伝子研究では達成しにくい研究領域の
発展と確立をめざしている。さらに，木木植物へ
の，よりよい遺伝子議入の方法を模糸・しながら，
21世紀に向けた樹木の分子育種を目標としてい
る。樹木遺伝子に関する研究は始まったばかり
で，多数の魅力的なテ－－.；が存在する。
生化学制御分野は．森林植物とキノヰに’下ぶ止
化学制御機構の解明をil標に，当面以卜の.1'!1)1岨に
取り組んで‘いる。
まず，植物中のリグニンとリグナンには決定的
な迎いがある。 -i!i/1は光学不活性であるのに反
し，後t.・';t光学活性でー ある。 1l<占ともにプェニル
アラニンから生合成され， 2盆化の反応段階で，
JI~ にへルオキシダーどが関ケ．するにもかかわら
ず， IJfナン生成の場合には，級官な立体化学i'lり
制御が働いていることがわかってきた。これらの
研究成栄は向性能の化学分析装置の使用によって
初めて得られる場合が多い。
次に，森林微生物の担子歯形lは俗にキノコとI、F
ばれている。リグニンやセル IJースはこれらのキ
ノコの酵点によって分解されており，その生分解
機構の解明は，木質資源、の活用と保護のためによE
必である。リグニン分解性の白色！向~7j 的とセルロ
ース分解任ーの伺色腐桁歯とは，生理学的に巽なっ
ている。その一つに，シュウ酸の生成と分解があ
る。当研究分野では，｜タンパク質をほとんど含
まない木材を食べてしまうキノコのパイタリティ
のー硲街はシュウ憎の生成と分解ブJにある」とL、
う仮説を立て新たな研究の展開を試みている。
細胞構造 ・機能分野は，生命現象をビジュアル
な「かたち」としてとらえ，そこから機能を切ら
かにすることを目指しており，現在以下の研究が
進行中である。
（！）細胞惜は，樹木にとってl大な樹体を支える
等重要な機能を有しているが，このような機能が
発現するしくみを細胞壁の形成過程にさかのぼっ
て分 fのレベルで解析している。最近になつて七
ルロ一λ ，｜
MJi微鋭ドてdとらえられるようになつた（；,1長紙与其
参H序、）。（2）~木植物の特散となる二次m織の分化
がどのようなしくみでト発現するのカ‘については，
組織の発達経過の形態学的解析のみならず’鎚と
なるタンパク質のlji離，ならびにその局在性を含
めて目下進行中である。（3）研究所の改組以前から
の材鑑調査室を引き継ぎ，世界中の木材標本の収
集・整備を行う一方で，日本各地の遺跡から出土
する木質造物の樹極の鑑定 ・調査をも行い，先人
たちと木とのかかわりについて研究を行ってい
る。 （木質科学研究所）
高分解能ガスクロー質量分析計
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